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　島原市官民連携若手職員プロジェクトとは、島原市が民間と連携したプロジェクトチームを設置する初
の試みです。行政だけでは解決が難しい課題に対し、検討段階から官民連携を推進し、双方の視点を取
り入れて事業化の可能性を模索するために、官民連携若手職員プロジェクトチームを設置しました。地域
内外の方にアドバイザーとして参加いただき、プロジェクトチームの支援体制の充実を図っています。

　増え続ける空き家などの問題に着目し、私たちが政策提案を行うことで、島
原市が少しでも活気ある街づくりに向かう一助となり、未来を変える成功事例を
新たに創り出すことができる点です。

　島原市官民連携若手職員プロジェクトチームには、民間企業と市職員を合わせた14 人のメンバーがいます。
　今回は、その中から２人にインタビューを行いました。

　秋の政策提案発表に向けて、チーム一丸となって準備
中です！暑さに負けず、フィールドワークも続けながらいい
提案をお届けします。
　プロジェクトチームの活動を SNS 配信していますので、
ぜひフォローをお願いします。
　また、発表会は一般公開予定ですので、ぜひ皆さんご
来場ください。

　大三東駅はＣＭなどのロケ地効果で注目度が上がっています。この魅力をもっと活かして地域のブランドに育
て、経済効果のアップを目指します。

テーマ１ 大三東プロジェクト ～知名度を活かした地域ブランド化～

このプロジェクトの注目ポイントは？

　多くの自治体が抱えている課題であり、多くの政策事例も存在するため、新
しいものを生み出すのは難しいですが、未来の島原市を手掛ける提案を模索す
る一員として携われることにやりがいを感じています。

やりがいに感じていること

岡村 彩花 さん

私たちの活動はSNSでチェック！
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in󰇹󰇪󰈦v󰇯e󰇿

　市役所と民間企業である島原鉄道が連携して若手ならではの目線で地域活
性化を議論しています。観光スポットとして定着した大三東駅を中心として、島
原市の活性化につなげていける提案ができればと思います。

このプロジェクトの注目ポイントは？

　私ども島原鉄道と市役所の方 と々で感覚の違いがありますが、かえってその違
いが新鮮に感じます。また、市役所の方々の知見やアイデアを学ぶことができ、
大変有意義なプロジェクトだと思っています。

やりがいに感じていること

岡田 大空 さん
in󰇹󰇪󰈦v󰇯e󰇿

■キックオフミーティングの開催
　メンバーやアドバイザーの委嘱状交付、長崎大学経済学部の山口准教授や
（株）ベースの陣野代表取締役による講演、メンバーの意気込みを発表しました。

■先進地視察
　熊本で古民家や倉庫の活用例を視察。大三東チームは、南阿蘇鉄道の人
気駅や、大三東駅と雰囲気が似ている長部田海床路（熊本県宇土市）などへ。
空き家チームは、リノベーションしたカフェや交流スペースを視察しました。

■地域の人との意見交換や現地調査
　議論は会議室の中だけではなく、実際に地域を訪れて事業所の人と直接お
話をしながら現地も確認。現状の把握や課題の整理を丁寧に行い、具体的な
施策案の検討を深めています。

■アドバイザーとの連携
　アドバイザーの皆さまには検討内容へのアドバイスをいただくだけでなく、一
緒に現地確認にも参加してもらうなど、身近な存在としてチームに寄り添ってい
ただいています。助言を受けて政策の内容をさらにブラッシュアップしています。

　ただ空き家を壊すのではなく、その良さを活かし、特に若い移住者も「島原で挑戦したい！」と思える仕組み
づくりに挑みます。

テーマ２ 空き家・店舗・倉庫プロジェクト ～若者プロデュースの街づくり～

これまでの活動

“若者のアイデア”
が島原を変えていく。メンバー紹介

おかむら

おかだ おおぞら

あやか
島原市
都市整備課

島原鉄道（株）
鉄道課


